
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構

想
の
位
置
付
け

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
構
想

は
、
沖
縄
に
自
然
科
学
系
の
世
界
最
高

水
準
（B

e
st
in
th
e
w
o
rld

）
の
研
究
・

教
育
水
準
を
有
す
る
新
た
な
大
学
院
大

学
を
設
置
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
、
二

〇
〇
一
年
六
月
に
当
時
の
尾
身
幸
次
沖

縄
北
方
対
策
担
当
大
臣
・
科
学
技
術
政

策
担
当
大
臣
に
よ
っ
て
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
構
想
が
ね
ら
い
と
す
る
と
こ

ろ
は
、
次
の
二
点
で
す
。

　

第
一
の
ね
ら
い
は
、
沖
縄
の
経
済
発

展
へ
の
貢
献
で
す
。
沖
縄
に
お
い
て

は
、
復
帰
以
来
三
十
年
の
間
に
三
次
に

わ
た
る
振
興
開
発
計
画
に
基
づ
い
て
、

総
額
約
七
兆
円
の
国
費
を
投
入
し
て
、

沖
縄
の
振
興
開
発
の
た
め
の
諸
施
策
が

講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、

施
設
整
備
面
を
中
心
に
、
次
第
に
本
土

と
の
格
差
が
縮
小
す
る
な
ど
、
着
実
に

そ
の
成
果
を
上
げ
て
き
ま
し
た
。
し
か

し
な
が
ら
、
失
業
率
が
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
る
な
ど
、
沖
縄
に
は
経

済
面
を
中
心
に
な
お
多
く
の
課
題
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
課
題
の
克
服
の
た
め
に

は
、
活
力
あ
る
産
業
の
振
興
に
よ
る
自

立
型
経
済
の
構
築
が
必
要
で
す
。
今
後

の
沖
縄
の
産
業
構
造
を
展
望
す
れ
ば
、

観
光
・
リ
ゾ
ー
ト
産
業
だ
け
で
な
く
、

バ
イ
オ
技
術
、
情
報
技
術
と
い
っ
た
科

学
技
術
に
支
え
ら
れ
た

知
識
集
約
型
産
業
の
発

展
が
重
要
で
す
。

　

以
上
の
状
況
を
背
景

と
し
て
、
世
界
最
高
水

準
の
研
究
・
教
育
を
行

う
大
学
を
核
に
、
ハ
イ

テ
ク
関
係
の
研
究
機

関
・
民
間
企
業
を
集
積

さ
せ
て
先
端
的
・
知
的
・

産
業
ク
ラ
ス
タ
ー
を
形

成
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
、
本
構
想
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。
本
構
想
に

関
し
て
は
、
沖
縄
振
興

特
別
措
置
法
に
お
い

て
、「
国
及
び
地
方
公

共
団
体
は
、
沖
縄
に
お

い
て
、
国
際
的
に
卓
越

し
た
教
育
研
究
を
行
う

大
学
院
を
置
く
大
学
そ

の
他
の
教
育
研
究
機
関

の
整
備
、
充
実
等
必
要

な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

に
よ
り
、
国
際
的
視
点
に
立
っ
た
科
学

技
術
の
水
準
の
向
上
に
努
め
る
も
の
と

す
る
。」（
第
八
十
五
条
第
二
項
）
と
規

定
さ
れ
る
と
と
も
に
、
沖
縄
振
興
計
画

に
お
け
る
振
興
施
策
の
大
き
な
柱
と
も

な
っ
て
い
ま
す
。

　

第
二
の
ね
ら
い
は
、
日
本
、
そ
し
て
世

界
の
科
学
技
術
の
発
展
へ
の
貢
献
で
す
。

　

現
在
、
知
識
創
造
の
拠
点
で
あ
る
大

学
も
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ズ
ム
の
流
れ
の
な

か
で
、
国
境
を
越
え
て
活
動
し
、
協
力

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
代
に
入
っ
て

お
り
、
国
際
的
な
研
究
・
教
育
環
境
を

形
成
す
る
こ
と
が
急
務
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
学
術
界
で
は
、
既
存
の
学
問

分
野
を
統
合
し
て
生
命
現
象
を
総
合
的

に
把
握
し
、
応
用
す
る
た
め
の
科
学
技

術
が
今
後
、
急
速
に
発
展
す
る
も
の
と

考
え
ら
れ
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
科
学

技
術
に
集
中
的
に
取
り
組
む
拠
点
が
、

特
に
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
に
お
い
て

必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
構
想
は
、
こ
れ
ら
の
科
学
技
術
・

学
術
振
興
上
の
要
請
に
対
応
す
る
こ
と

が
で
き
る
新
し
い
タ
イ
プ
の
大
学
を
日

本
に
お
い
て
実
現
す
る
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

国
内
外
の
英
知
を
結
集
し
た
検

討
体
制

　

こ
の
構
想
の
検
討
に
当
た
っ
て
は
、

国
内
外
の
卓
越
し
た
大
学
・
研
究
機
関

の
設
置
・
運
営
に
関
す
る
知
見
を
取
り
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入
れ
る
た
め
に
、
有
馬
朗
人
参
議
院
議

員
（
元
東
京
大
学
総
長
）
を
は
じ
め
と

す
る
国
内
の
著
名
な
有
識
者
か
ら
な
る

構
想
検
討
会
と
、
ジ
ェ
ロ
ー
ム
・
フ

リ
ー
ド
マ
ン
博
士
（
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ

ツ
工
科
大
学
教
授
、
一
九
九
〇
年
ノ
ー

ベ
ル
物
理
学
賞
受
賞
）、
シ
ド
ニ
ー
・
ブ

レ
ナ
ー
博
士
（
ソ
ー
ク
研
究
所
教
授
、

二
〇
〇
二
年
度
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医

学
賞
受
賞
）
を
は
じ
め
と
す
る
米
国
の

一
流
の
科
学
者
な
ど
か
ら
な
る
国
際
顧

問
会
議
を
設
置
し
、
議
論
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。

　

国
際
顧
問
会
議
に
つ
い
て
は
、
第
一

回
会
合
及
び
第
三
回
会
合
を
米
国
西
海

岸
、
第
二
回
会
合
を
沖
縄
で
開
催
し
て

き
て
お
り
、
大
学
院
大
学
の
研
究
・
教

育
分
野
、
組
織
体
制
及
び
施
設
・
設
備
、

教
職
員
及
び
そ
の
家
族
の
生
活
環
境
の

あ
り
方
、
学
長
や
教
官
の
リ
ク
ル
ー
ト

を
は
じ
め
と
す
る
開
学
ま
で
の
準
備
な

ど
様
々
な
面
に
わ
た
っ
て
貴
重
な
ご
提

言
を
頂
き
ま
し
た
。
特
に
、
第
三
回
会

合
に
お
い
て
は
、
大
学
院
大
学
の
研

究
・
教
育
分
野
、
組
織
の
検
討
等
構
想

の
具
体
化
を
進
め
る
た
め
に
、
ジ
ェ

ロ
ー
ム
・
フ
リ
ー
ド
マ
ン
博
士
を
議
長
、

シ
ド
ニ
ー
・
ブ
レ
ナ
ー
博
士
を
副
議
長

と
す
る
評
議
会
を
早
期
に
設
置
す
る
こ

と
が
合
意
さ
れ
て
い
ま
す
。

構
想
の
概
要

　
　

五
つ
の
基
本
コ
ン
セ
プ
ト

（1）
　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
を
つ
く

る
た
め
の
基
本
的
な
考
え
方
、
コ
ン
セ

プ
ト
と
し
て
次
の
五
つ
の
事
項
が
挙
げ

ら
れ
ま
す
。

○1
�

世
界
最
高
水
準　(B

est
in
th
e
w
orld
)

　

世
界
最
高
の
人
材
を
集
め
、
一
流
の

研
究
・
教
育
を
行
う
。

○2
�

国
際
性　(In

te
rn
a
tio
n
a
l)

　

本
大
学
院
大
学
で
は
、
講
義
や
大
学

内
の
会
議
、
連
絡
、
事
務
文
書
な
ど
に

つ
い
て
、
す
べ
て
英
語
を
共
通
語
と
す

る
。
ま
た
、
学
長
を
外
国
人
に
す
る
と

と
も
に
、
教
授
や
学
生
に
つ
い
て
も
半

分
以
上
を
外
国
人
と
す
る
こ
と
を
想
定

し
て
い
る
。

○3
�

柔
軟
性　(fle
x
ib
le
)

　

一
流
の
研
究
・
教
育
体
制
及
び
環
境

を
構
築
、
運
営
す
る
た
め
に
必
要
な
こ

と
を
す
べ
て
行
う
こ
と
が
で
き
る
柔
軟

な
経
営
を
可
能
と
す
る
た
め
に
、
国
設

民
営
と
で
も
い
う
べ
き
設
置
形
態
を
と

り
、
政
府
が
十
分
な
資
金
を
提
供
す
る

が
、
経
営
は
民
間
に
任
せ
て
干
渉
し
な

い
と
い
う
体
制
を
構
築
す
る
。

○4
�

世
界
的
連
携(G

lo
b
a
l
N
e
tw
o
rk
)

　

世
界
の
一
流
の
大
学
や
研
究
機
関
と

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
し
て
、
共
同
研

究
や
情
報
交
換
な
ど
の
研
究
協
力
、
単

位
互
換
や
学
位
の
相
互
承
認
な
ど
に
よ

る
教
育
交
流
を
行
う
。

○5
�

産
学
連
携　(C

o
lla
b
o
ra
tio
n
w
ith

In
d
u
stry
)

　

本
大
学
院
大
学
の
敷
地
又
は
そ
の
近

隣
に
リ
サ
ー
チ
・
パ
ー
ク
を
作
り
、
世

界
中
の
企
業
の
研
究
所
や
事
業
所
、
ハ

イ
テ
ク
関
連
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業
の
立
地

を
促
す
。
さ
ら
に
、
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
を
中
心
と
し
て
本
大
学
院
大
学
と

国
内
外
の
産
業
界
が
強
い
連
携
関
係
を

構
築
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

○
研
究
成
果
の
特
許
化
支
援
を
行
う

T
e
c
h
n
o
lo
g
y
L
ic
e
n
sin
g
O
rg
a
-

n
iza
tio
n
(T
L
O
)

の
機
能
を
こ
の
大

学
院
大
学
に
設
け
る
と
と
も
に
、
企

業
と
の
マ
ッ
チ
ン
グ
や
研
究
成
果
の

産
業
化
を
総
合
的
に
支
援
す
る
専
任

の
部
局
を
設
け
る
。

○
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
か
ら
の

ス
ピ
ン
オ
フ
に
よ
る
ベ
ン
チ
ャ
ー
創

業
を
支
援
す
る
た
め
の
体
制
や
施
設

を
整
備
・
構
築
す
る
。

○
企
業
人
の
理
事
会
へ
の
起
用
、
産
業

界
と
の
協
議
組
織
の
創
設
な
ど
を
通

じ
て
開
学
当
初
か
ら
産
業
界
と
の
協

力
関
係
の
構
築
に
努
め
る
。

○
フ
ァ
カ
ル
テ
ィ
（
大
学
教
員
）
の
業
績

評
価
に
お
い
て
も
、
論
文
評
価
の
み

な
ら
ず
、
企
業
と
の
共
同
・
受
託
研
究

や
特
許
取
得
の
実
績
等
産
学
官
連
携

の
取
り
組
み
を
積
極
的
に
評
価
す
る
。

○
基
金
や
施
設
の
寄
付
、
寄
付
講
座
の

設
置
な
ど
企
業
側
の
積
極
的
協
力
を

求
め
る
。

　
　

研
究
・
教
育
分
野
と
規
模

（2）
　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
研

究
・
教
育
分
野
は
、
現
時
点
で
は
、
第

１
図
に
示
す
よ
う
な
、
「
生
命
シ
ス
テ

ム(B
io
-
sy
ste
m
s)

」
を
中
心
的
課
題
と

し
、
物
理
学
、
化
学
、
計
算
科
学
、
ナ

ノ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
な
ど
を
融
合
し
た
領

域
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
最

近
、
こ
の
よ
う
な
分
野
に
つ
い
て
科
学

の
発
展
と
技
術
革
新
を
生
み
出
す
大
き

な
可
能
性
が
見
出
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
提
案
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
本
大
学
院
大
学
の
規
模
に
つ

い
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
教

授
陣
二
百
人
、
技
術
・
事
務
職
員
三
百�

人
、
学
生
五
百
人
程
度
を
目
標
と
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
上
記
の
よ
う
な
分

野
で
世
界
最
高
水
準
の
成
果
を
あ
げ
る

た
め
に
、
生
物
学
、
物
理
学
、
化
学
、

数
学
、
計
算
科
学
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の

分
野
に
つ
い
て
一
流
の
教
授
、
学
生
が

集
め
ら
れ
、
独
立
し
て
研
究
・
教
育
が

行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
考

慮
し
て
考
え
ら
れ
た
も
の
で
す
。
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さ
ら
に
、
本
大
学
院
大
学
の
設
置
、

運
営
の
た
め
の
コ
ス
ト
に
つ
い
て
も
、

こ
れ
ま
で
の
検
討
で
は
、
国
内
外
の
大

学
の
建
設
、
運
営
コ
ス
ト
の
実
績
を
参

考
に
し
て
、
上
記
の
規
模
を
前
提
と
し

て
、
建
設
費
が
八
百
億
円
、
年
間
運
営

費
が
二
百
億
円
と
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

予
定
地
を
恩
納
村
に
決
定

　

沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学
の
設
置

予
定
地
に
つ
い
て
は
、
沖
縄
県
の
各
市

町
村
か
ら
多
数
の
誘
致
要
請
が
あ
り
、

沖
縄
県
に
お
い
て
候
補
地
の
絞
り
込
み

を
行
い
、
平
成
十
四
年
十
二
月
四
日

に
、
国
に
対
し
、「
糸
満
市
」「
恩
納
村
」

「
北
中
城
村
」
の
三
候
補
地
の
推
薦
が

な
さ
れ
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
そ
れ
ぞ

れ
特
徴
の
あ
る
す
ば
ら
し
い
候
補
地
で

あ
り
、
関
係
者
の
方
々
の
熱
心
な
誘
致

の
ご
努
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

　

国
に
お
け
る
選
考
に
あ
た
っ
て
は

「
世
界
最
高
水
準
の
沖
縄
科
学
技
術
大

学
院
大
学
を
実
現
す
る
た
め
に
最
も
適

切
な
敷
地
を
選
定
す
る
」
と
の
考
え
の

も
と
、
国
際
顧
問
会
議
や
構
想
検
討
会

で
の
議
論
や
構
想
検
討
会
委
員
に
よ
る

現
地
視
察
、
ま
た
、
敷
地
利
用
可
能
性

や
所
要
造
成
費
等
に
関
す
る
学
識
経
験

者
や
沖
縄
総
合
事
務
局
等
専
門
家
に
よ

る
調
査
結
果
を
踏
ま
え
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
平
成
十
五
年
三
月
十
日

の
構
想
検
討
会
に
お
い
て
、「
本
大
学

院
大
学
の
設
置
場
所
に
つ
い
て
は
、
五

十
年
、
百
年
と
い
う
長
期
的
観
点
か
ら

考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
沖
縄
ら
し
い
場

所
が
望
ま
し
い
。
そ
の
場
合
、
樹
木
の

多
い
緑
の
多
い
中
に
建
物
が
見
え
隠
れ

す
る
よ
う
な
環
境
が
望
ま
し
い
。」と
い

う
意
見
が
大
勢
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
様
な
意
見
等
も
参
考
に
総
合
的

な
検
討
を
行
っ
た
結
果
、
恩
納
村
の
候

補
地
が
、
広
大
な
緑
に
囲
ま
れ
、
沖
縄

ら
し
い
海
を
望
む
豊
か
な
自
然
に
恵
ま

れ
た
候
補
地
で
あ
り
、
ま
さ
に
世
界
最

高
水
準
の
大
学
院
大
学
に
ふ
さ
わ
し
い

優
れ
た
研
究
環
境
を
提
供
で
き
る
点
や

十
分
な
面
積
を
有
し
、
将
来
の
発
展
性

に
富
ん
で
い
る
点
、
更
に
は
、
全
体
の

９
割
近
く
を
占
め
る
村
有
地
に
つ
い
て

無
償
提
供
の
申
し
出
が
あ
る
点
な
ど
を

総
合
的
に
評
価
し
、
平
成
十
五
年
四
月

十
一
日
に
、
今
後
「
恩
納
村
」
を
本
大

学
院
大
学
の
設
置
予
定
地
と
す
る
こ
と

を
前
提
に
、
施
設
計
画
を
は
じ
め
と
す

る
本
大
学
院
大
学
の
全
体
計
画
を
策
定

す
る
こ
と
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
計
画
等
の
策
定
に
あ
た
っ

て
は
、
恩
納
村
に
つ
い
て
指
摘
さ
れ
て

い
る
赤
土
対
策
や
環
境
面
で
の
配
慮
に

つ
い
て
も
十
分
反
映
さ
せ
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

今
後
の
計
画

　

今
後
の
計
画
と
し
て
は
、
沖
縄
科
学

技
術
大
学
院
大
学
の
具
体
像
に
つ
い

て
、
前
述
の
通
り
フ
リ
ー
ド
マ
ン
教
授

を
議
長
と
す
る
評
議
会
に
お
い
て
さ
ら

に
議
論
が
深
め
ら
れ
、
そ
の
結
果
を
受

け
て
本
年
度
中
に
基
本
計
画
を
策
定
す

る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
研
究
・
教

育
分
野
や
規
模
、
コ
ス
ト
な
ど
に
つ
い

て
も
、
そ
の
中
で
具
体
的
な
検
討
が
行

わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
大
学
院
大
学
設
置
の
た

め
の
準
備
作
業
に
加
え
て
、
準
備
の
円

滑
な
推
進
に
資
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ

る
先
行
的
事
業
を
平
成
十
五
年
度
か
ら

展
開
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

先
行
的
事
業
は
、
国
内
外
の
科
学
者

や
学
生
を
沖
縄
に
招
聘
し
て
行
う
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
い
っ

た
イ
ベ
ン
ト
と
、
本
大
学
院
大
学
の
研

究
・
教
育
分
野
に
関
係
す
る
卓
越
し
た

科
学
者
の
参
画
を
得
て
行
う
研
究
事
業

に
大
別
さ
れ
ま
す
。

　

学
術
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
国
内
外
の

科
学
者
、
学
生
等
が
最
新
の
研
究
成
果

の
発
表
や
意
見
交
換
な
ど
を
行
う
、
い

わ
ば
国
際
的
な
学
会
で
あ
り
、
本
大
学

院
大
学
構
想
に
関
す
る
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
著
名
な
科

学
者
が
講
師
と
な
り
、
大
学
院
レ
ベ
ル

の
学
生
と
、
博
士
課
程
終
了
者
に
対
し

て
講
義
を
行
う
集
中
講
座
で
す
。
こ
れ

ら
の
事
業
の
概
要
は
以
下
の
と
お
り
で

す
。
○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

日
時：

二
〇
〇
三
年
十
月
十
六
日（
木
）

〜
十
八
日（
土
）

場
所：

沖
縄
県
名
護
市
「
万
国
津
梁
館
」

タ
イ
ト
ル：

N
e
w
H
o
rizo
n
s
in
M
o
-

le
c
u
la
r
S
c
ie
n
c
e
s
a
n
d
S
y
ste
m
s:

A
n
In
te
g
ra
te
d
A
p
p
ro
a
c
h

（
分
子

科
学
・
シ
ス
テ
ム
に
関
す
る
新
た
な
展

開：

統
合
的
ア
プ
ロ
ー
チ
）

参
加
者：

国
内
外
か
ら
科
学
者
、
学
生

等
約
五
百
名
の
参
加
を
想
定

○
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

日
時：

二
〇
〇
四
年
三
月
十
四
日
〜
二

十
日
の
一
週
間

場
所：

沖
縄
県
読
谷
村
「
ホ
テ
ル
日
航
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ア
リ
ビ
ラ
」

ト
ピ
ッ
ク：

T
h
e
y
e
a
s
t
c
e
ll
a
s
a
-

m
o
d
e
l
o
f
c
e
llu
la
r
in
te
g
ra
tiv
e
-

fu
n
c
tio
n

（
細
胞
の
統
合
的
機
能
に
関

す
る
モ
デ
ル
と
し
て
の
酵
母
細
胞
）

参
加
者：

国
内
外
か
ら
科
学
者（
講
師
）

十
〜
二
十
名
程
度
、
大
学
院
レ
ベ
ル
の

学
生
（
受
講
生
）
三
十
〜
五
十
名
程
度

の
参
加
を
想
定

　

さ
ら
に
、
研
究
事
業
は
、
将
来
、
本

大
学
院
大
学
に
お
い
て
研
究
・
教
育
活

動
を
行
う
、
あ
る
い
は
本
大
学
院
大
学

と
共
同
で
研
究
等
を
行
う
こ
と
に
関
心

を
有
す
る
国
内
外
の
科
学
者
に
つ
い

て
、
そ
の
研
究
活
動
を
支
援
す
る
も
の

で
す
。
研
究
活
動
の
拠
点
は
、
沖
縄
県

具
志
川
市
に
開
設
さ
れ
た
「
沖
縄
健
康

バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
研
究
開
発
セ
ン

タ
ー
」
な
ど
に
設
置
さ
れ
、
本
大
学
院

大
学
に
お
け
る
研
究
活
動
の
ス
コ
ー
プ

に
合
っ
た
研
究
活
動
が
行
わ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

ま
と
め

　

以
上
、
沖
縄
科
学
技
術
大
学
院
大
学

構
想
に
関
し
て
、
そ
の
概
要
と
今
後
の

進
め
方
に
つ
い
て
説
明
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
大
学
院
大
学
の
予
定
地
は
恩
納
村

に
決
定
い
た
し
ま
し
た
が
、
こ
の
構
想

は
、
世
界
最
高
水
準
の
研
究
教
育
機
関

を
沖
縄
に
設
立
す
る
こ
と
に
よ
り
、
沖

縄
を
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
地
域
の
先
端
的

頭
脳
集
積
地
域
と
し
て
発
展
さ
せ
る
こ

と
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
そ
の
効
果

は
予
定
地
の
み
な
ら
ず
、
科
学
技
術
の

水
準
向
上
や
人
材
育
成
と
い
う
形
で
沖

縄
全
県
に
及
ぶ
も
の
で
す
。
本
大
学
院

大
学
が
実
現
し
た
段
階
に
お
い
て
、
沖

縄
県
の
各
地
で
他
の
機
関
が
行
っ
て
い

る
研
究
開
発
活
動
や
青
少
年
に
対
す
る

科
学
技
術
教
育
活
動
と
の
連
携
の
可
能

性
を
検
討
す
る
な
ど
具
体
的
な
広
域
的

波
及
効
果
の
実
現
に
努
力
し
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

内
閣
府
と
し
て
は
、
こ
の
構
想
の
推

進
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、

財
政
面
、
制
度
面
を
含
め
て
様
々
な
課

題
が
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ

り
ま
す
。
沖
縄
県
民
の
方
々
の
ご
理

解
、
ご
支
援
を
得
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の

課
題
を
一
つ
一
つ
着
実
に
解
決
し
、
実

現
に
向
け
て
邁
進
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

＊　
　

＊　
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去
る
四
月
二
十
三
日
、
内
閣
府

（
東
京
）
に
お
い
て
、
第
五
回
沖
縄

振
興
審
議
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
審
議
会
は
、
去
る
四
月
一
日

付
け
で
任
命
さ
れ
た
十
四
名
の
新
委

員
を
含
む
新
た
な
メ
ン
バ
ー
構
成
の

下
で
の
初
め
て
の
審
議
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

審
議
会
で
は
、
ま
ず
細
田
沖
縄
及

び
北
方
対
策
担
当
大
臣
の
ご
挨
拶
の

後
、
会
長
の
互
選
等
が
行
わ
れ
、
新

会
長
に
は
早
稲
田
大
学
総
長
の
白
井

克
彦
氏
が
選
出
さ
れ
た
ほ
か
、
会
長

が
指
名
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
会

長
代
理
に
は
日
本
大
学
教
授
の
嘉
数

啓
氏
が
指
名
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
審
議
会
に
お
い
て
付
託
さ

れ
た
事
項
に
つ
い
て
調
査
審
議
す
る

総
合
部
会
の
委
員
に
つ
い
て
は
、
部

会
長
に
嘉
数
啓
氏
が
、
部
会
委
員
に

は
沖
縄
県
農
業
協
同
組
合
代
表
理
事

理
事
長
の
赤
嶺
勇
氏
、（
財
）
計
量
計

画
研
究
所
理
事
長
の
黒
川
洸
氏
、
沖

縄
県
商
工
会
議
所
連
合
会
会
長
の
仲

井
真
弘
多
氏
、
琉
球
大
学
助
教
授
の

藤
田
陽
子
氏
が
会
長
か
ら
指
名
さ
れ

ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
内
閣
府
に
よ
る
沖
縄
の

現
況
及
び
沖
縄
政
策
の
概
要
等
に
つ

い
て
の
説
明
、
各
委
員
に
よ
る
自
由

討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
の
会
議
で
は
、
白
井
会
長

か
ら
、
今
後
、
総
合
部
会
な
ど
を
活

用
し
な
が
ら
、
沖
縄
振
興
計
画
の
実

施
状
況
を
踏
ま
え
つ
つ
、
多
面
的
・

多
角
的
な
観
点
か
ら
議
論
を
行
っ
て

い
き
た
い
旨
の
発
言
が
あ
っ
た
ほ

か
、
駐
留
軍
用
地
の
返
還
跡
地
の
利

用
に
つ
い
て
具
体
的
な
案
件
が
出
て

き
た
段
階
で
議
論
を
行
っ
て
い
く
こ

と
の
確
認
な
ど
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
に
任
命
さ
れ
た
委
員
を
含
む

審
議
会
委
員
は
次
の
通
り
で
す
。
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